







　具体的には、学外でも自習可能な e-learning システムを Moodle を用いて構築し、新入生全











　公益財団法人 日本数学検定協会が実施するビジネス数学検定試験においては、以下の 5 つ
の要素が設定され、各要素から同程度の数の問題が出題される。ビジネス数学検定 3 級におい
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図 2．ビジネス数学検定 3 級例題（数学検定協会ウェブサイトより）
2.2　授業概要
　本授業は、初年次学生がほぼ全員受講する科目で、約 400 名が受講する。初回授業において






























図 5a．把握力 図 5b．分析力 図 5c．選択力
図 5d．予測力 図 5e．表現力
3．システムの構築と運用
　授業内で扱う問題の補完や自宅学習の機会提供として、Moodle を用いて e-learning サイト





図 6a．Moodle 上での問題作成画面（教員用）　　　　図 6b．Moodle 上での受講画面（学生用）
4．まとめ
　本稿では、授業科目「ビジネス数学基礎」の現状と授業による能力変化、および自主学習
サイトの構築に関して記述した。授業形態による成績推移（アクティブラーニング／講義・
演習）や、問題要素ごとによる成績推移の要因等については今後の分析が必要である。また、
Moodle サイトを用いた学習による効果検証も、今後の課題である。学習状況の進行具合と成
績との関連などを、今後検証していく予定である。
